
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

１級小型自動車整備士 ② 84人 82人

人 ２級２輪自動車整備士 ② 65人 65人
人 ２級シャシ自動車整備士 ② 9人 9人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（令和 2

5 名 3.2 ％

専門学校
東京自動車大学校

平成2年3月23日 小倉　基宏
〒125-0002
東京都葛飾区西亀有3-28-3

（電話） 03-3601-2535

（別紙様式４）

令和3年7月30日
（前回公表年月日：令和2年7月15日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　小倉学園 昭和56年12月24日 小倉　基義
〒379-2215
群馬県伊勢崎市赤堀今井町1-581

（電話）

工業 自動車整備専門課程
自動車整備科

１級整備士コース　後期課程
平成27年文部科学省

告示第13号

学科の目的
実践かつ専門的な職業教育をおこない、関係企業・団体等のニーズを反映した自動車整備技術や知識を修得させる。また、社会貢献ができる人間性豊
かで優秀な自動車整備士を育成することを目的とする。

0270-62-0167
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成29年2月28日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼 2,198.4時間 666.0時間 79.8時間 1452.6時間

学期制度
■１学期： 4月 1日　～　　7月31日
■２学期： 9月 1日　～　12月25日
■３学期： 1月 8日　～　　3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
定期試験、実習レポート等
100点満点中60点以上合格

320 126 3 4 9 13

長期休み

■学年始：  4月 1日　～　4月 7日
■夏　 季：  8月 1日　～　8月31日
■冬　 季：12月26日  ～　1月 7日
■学年末： 3月21日  ～   3月31日

卒業・進級
条件

全ての教科の成績が合格していること。
国土交通省で定められた教育時間数を履修していること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 レクリエーション実行委員

学園祭実行委員
特待生による学内ボランティア活動

・担任、学年主任による個別面談
・成績下位者への補講授業実施

■サークル活動： 有
■国家資格・検定/その他・民間検定等

自動車ディーラー、メーカー、損害保険会社 （令和2年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄

85.9
■その他
・進学者数：　　　10人
・自己開拓：　　   2人

年度卒業者に関する

■就職者数 73 人
■就職率 100

就職等の
状況※２

■就職指導内容
担任、進路指導課教員による個別相談、面接指導を実施する
ことで、学生第一志望企業への早期内定獲得。

■卒業者数 85
■就職希望者数 73

■主な就職先、業界等（令和2年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

令和3年5月1日 時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組

担任、学年主任等による早期問題発見とカウンセリング実施。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　無
※有の場合、制度内容を記入

■専門実践教育訓練給付：　　非給付対象

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率
令和2年4月1日時点において、在学者156名（令和2年4月1日入学者を含む）
令和3年3月31日時点において、在学者151名（令和3年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更、就職



当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
http://www.taus.ac.jp

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反
映した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）を
いいます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中
の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就
職者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了
と同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表
的な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　無
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種別
③
②
③

（年間の開催数及び開催時期）

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
自動車業界の人材ニーズに従い、即戦力となれる人材を育てるために、企業と連携を密にして基本作業から、さらにス
テップアップした新技術などの教育を行う。また、現場での作業に必要とされる、安全作業や時間管理ということも意識した
実習を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

教務課責任者と教科担当教員とプリンス東京の派遣講師が実習前に打ち合わせを行い、実習内容や学修成果の評価指
標等について定める。実習授業においては、担当教員が日常的な指導をしつつ企業からの講師が専門性の高い技術的
な指導を行うなど、2名が連携を取りながら授業を展開していく。実習授業の最後に実技試験を行い、企業講師の評価を
踏まえ担当教員が成績評価を行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
■意見：入社する新入生も電気は不得意という学生が多い。苦手意識を克服するようなカリキュラム構成を考える必要がある。
　　　　　また、電気自動車に搭載されているバッテリに対する基本的な知識も必要ではないか。
　　　　　留学生新入生が保険募集人資格試験に落ちてしまった。自動車だけでなく、こういった関連業務の事前学習も必要では？
　　　　　ボディクラフト科は入社後の実務として非常に実践的な内容を授業内で行っている。本課程での取り組みは？

●活用状況：学科では、ハイブリッドや電気自動車の動力源であるモーターの基礎などを取り上げるなどしてEV化への対応を
　　　　　している。実習作業においても、「電気の見える化」授業としてブロックボード上でのLEDストップランプ作成など
　　　　　を取り入れた。また、従来の自動車整備の範疇を超えて、専門業者を招いての洗車実習授業を実施するなどして、
　　　　　入社後最初に接するであろう業務への体系的実践学習を行うようにした。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回（5月、10月）
（開催日時（実績））
新型コロナ感染防止に伴い、今年度は開催せず。

庄司　達哉 東京自動車大学校　教育部長 R2.5.1～R4.4.30
荻野　隆之 東京自動車大学校　教務部長 R2.5.1～R4.4.30

高橋　博 東京自動車大学校　副校長 R2.5.1～R3.4.20
高橋　章 東京自動車大学校　事務長 R2.7.1～R4.4.30

藤田　幸司 東京自動車大学校　校長代行 R2.5.1～R4.4.30
池田　和彦 東京自動車大学校　副校長 R2.5.1～R4.4.30

出井　裕 日本大学理工学部 航空宇宙工学科 R2.5.1～R4.4.30
中村　真 日産自動車販売(株) R2.5.1～R4.4.30

令和3年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期
國分　秀貴 いすゞ自動車首都圏（株） R2.5.1～R4.4.30

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

本校は、自動車に関する知識・技術を修得した確かな人格を有する自動車整備士養成に努め、国内自動車販売業（自動
車ディーラー）のサービス要員を中心に広く自動車関連産業に有為な人財の育成・輩出を通じ活力ある社会づくりに貢献
してきた。今後もその社会的使命を踏まえて更なる教育の質保証・向上を図るため、関係企業・団体、教育有識者の協力
を得た教育課程編成委員会の設置・活動を通じ、適切かつ効果的な教育課程の編成を行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は別添規程のとおり、校長の諮問機関の委員会として機能し、校長に報告された審議内容等は、必
要に応じて管理職部長会議などでの議論も踏まえ校長が決裁する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿



（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
新型コロナ感染防止に伴い、研修会は全て中止になった

②指導力の修得・向上のための研修等
新型コロナ感染防止に伴い、研修会は全て中止になった

本校教職員研修規定により、教職員が、職務を円滑に遂行するために必要な能力、資質の向上を図るために研修計画を
策定し、実施する。研修を行うに当たっては、関連企業・団体等と連携し、専門分野の知識、技術等の向上を図るととも
に、授業および学生指導に対する指導力等の向上を図るものとする。実施においては、校内研修、校外研修、自己啓発な
ど企業と連携した内容を盛り込み組織的に実施する。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等
◆エーミング講習（株）イヤサカ主催　9月13日　15:30～17:30　本校312実習場　全教員　イヤサカ製エーミング機器の使用方法
◆AT・CVTフルードチェンジャー講習（株）イヤサカ主催　9月13日　15:30～17:30　本校312実習場　全教員　AT・CVTフルード
　チェンジャーの使用方法
◆スバル技術セミナー　9月22日　10:00～16:00　スバル総合研修センター　教員１名　　連携企業：東京スバル(株)
　スバルの新技術（アイサイト他）について、概要と体験試乗。
◆外部診断機講習　（株）インターサポート主催　10月27日　16:30～17:30　本校312実習場　全教員　Gスキャンの使用方法
◆日産技術講習会　（株）12月3日　930～16:30　追浜GRNDRIVE　教員1名　日産先進技術に関する体感講習。
◆ホイールバランサ（株）イヤサカ主催　2月10日　15:30～17:30　本校312実習場　教員3名　最新ホイールバランサの使用方法
◆エーミング講習（株）イヤサカ主催　3月14日　15:30～17:30　本校312実習場　全教員　オーテル製エーミング機器の使用方法

新型コロナ感染防止に伴い、スバル・日産以外の講習会等は中止になった

②指導力の修得・向上のための研修等
新型コロナ感染防止に伴い、研修会は全て中止になった

総合整備Ⅰ
整備作業全般と診断技術を習得する。メーカーごと独自の技術
を習得し、入社後に即戦力となれる実力をつける。

日産プリンス東京販売株式会社

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

2輪総合整備
エンジン整備、クラッチ整備、無断変速装置の構造・作動を習得
する。2輪車の全般的な整備技術を習得する。 日産プリンス東京販売株式会社

ジーゼル・エンジン応
用

ジーゼル・エンジンに関する応用整備技術、電子制御について
学ぶ。

日産プリンス東京販売株式会社

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



種別
企業等委員
企業等委員
企業等委員

村田　昭 企業等委員
卒業生

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
　　　　ホームページ　http://www.taus.ac.jp

（９）学校評価 学校評価
（１０）国際連携の状況 無し
（１１）その他 無し

（６）学生の生活支援 学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金・修学支援
（８）学校の財務 学校の財務

（３）教職員 教員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・実践的職業教育
（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標及び計画
（２）各学科等の教育 各学科等の教育

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
ホームページにおいて特段の事情がない限り毎年９月１日までに公表する。

URL:https://www.taus.ac.jp/quickcode/taus/file/kihon2.pdf

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

企業等の学校関係者に対して、学校関係者評価委員による会議とは別に、校長代行・幹部教員が各企業別に年１・２回
の会合を持ち意見交換を行っている。

（株）日産グループサービス 専務取締役 R2.5.1～R4.4.30
鈴木　学 ボディショップ スズキ社長 R2.5.1～R4.4.30

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

鈴木　賢司 トヨタモビリティ東京(株)人事部人材開発室 R2.5.1～R4.4.30
新谷　靖 中央日産(株)　管理本部人材開発部主管 R2.5.1～R4.4.30

　　　令和3年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期
木元　聡志 トヨタモビリティ東京（株）人事部人事業務室 R2.5.1～R4.4.30

（１１）国際交流 無し
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者から指摘のあった「コミュニケーション能力向上」に関し、実習授業において積極的なロープレを導入して展開
した。また、「教員の指導力向上」を目的に今年度も2名の教員に東京都専修学校教員教職課程研修に参加させ、学生
カウンセリングや授業に関する実践的技術知識向上を図った。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（８）財務 財務
（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 地域との連携

（５）学生支援 学生支援
（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受け入れ募集

（２）学校運営 学校運営
（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 学修成果

（１）学校関係者評価の基本方針

学校教育法及び学校教育法施行規則に基づき、校内自己点検評価委員会が行った評価の結果について、評価及び結果
の公表を行うために、学校関係者評価委員会を設置し、委員会は、自己評価委員会が行った評価について評価を行い、
自己評価結果の客観性・透明性を高めるとともに、関係者の理解推進・連携協力による学校運営の改善を図る。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 教育理念・目的・育成人材等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係
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○ エンジン理論

筒内直接噴射エンジンの構造と作動を理解す
るとともに、自動車用エンジンがこれまでど
のような経緯で開発、実用化されてきたか、
各メーカーが市販化したエンジンを例に紹介
する。

１
①

9.8 ○ ○ ○

○ 自動車工学

機械工学、材料力学、機構学、物理、熱力
学、流体力学等の理論を用いて自動車に採
用されている理論を中心に講義を行い、基
礎理論を理解させると共に演習も行う。

１
①

15.4 ○ △ ○ ○

○ ＥＶ
電気自動車の構造・作動・整備及び高電圧
部位の取扱い注意事項についてまた、最新
ＥＶ事情についても学ぶ。

１
①

7.0 ○ ○ ○

○
燃焼・潤滑理
論

燃料と燃焼に関する基礎理論と現在進めら
れている燃料の改善状況を解説し燃料を取
り巻く問題点を解説する。

１
①

9.8 ○ ○ ○

○
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ･
ｸﾞﾗﾌｨｯｸⅡ

自動車に関連した図面や特製図への理解力
を高めることを目的に自動車性能線図等の
作成を行う。

１
①

12.6 ○ △ ○ ○

○
エンジン電子
制御Ⅰ

各センサによるエンジン制御方法と故障原
因探求方法を理論的に勝つ実戦的な手法を
用いて解説し、理解させることを目的とし
ている。

１
①

28.0 ○ ○ ○

○
ｼﾞｰｾﾞﾙ・ｴﾝｼﾞ
ﾝ整備

小型ジーゼルエンジンのコモンレールシス
テムについて構造・機能・作動・整備・故
障診断を解説する。

１
①

7.0 ○ ○ ○

　　７科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科280時間以上、実習465時
間以上、実務実習750時間以上、総時間数1800時間以上）を満たしていること。授業
開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。　遅刻は当該授業を欠席とする。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）

合計 89.6単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　１級整備士コース後期課程）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携
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任
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任

○
シャシ電子制
御Ⅰ

ＡＴ、ＣＶＴに関する基礎理論と故障探究
に関する手法を解説し理解させることを目
的とする。

１
①

28.0 ○ ○ ○

○ 電子整備機器
デジタルマルチメータ、オシロスコープ、
の使用方法を理解する。

１
①

15.4 ○ ○ ○

○ 産業研究Ⅰ
自動車業界の第一線で活躍するゲストス
ピーカーを招聘し、現代のマネジメント、
自動車業界の動きの解説を行う。

１
②

23.4 ○ ○ ○

○
マーケティン
グ戦略

実践的な自動車業界の企画、販売、プレゼ
ンテーション、市場調査などを具体例を挙
げながら顧客の行動原理とマーケティング
原理を解説する。

１
②
③

22.4 ○ ○ ○

○ 高分子材料
高分子とは何かを合成、構造、物性、成形
性から紹介し、高性能化とリサイクル化の
開発指針を与える。

１
②

14.0 ○ ○ ○

○ 先進材料
アルミニウムの特性と実際の使用例を挙げ
て解説する。

１
②

14.0 ○ ○ ○

○ 体育実技
自動車整備士にとって必要不可欠な基礎体
力の向上と団体スポーツを通して組織の中
での個の力の発揮を促す体験を行う。

１
②

8.4 ○ ○ ○

○ ＭＣ高度技術
各種モジュールの比較を行いながら、二輪
車の整備士として必要な知識を養成する。

１
②

33.6 ○ ○ ○

　　８科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科280時間以上、実習465
時間以上、実務実習750時間以上、総時間数1800時間以上）を満たしていること。
授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。　遅刻は当該授業を欠席とす
る。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）

合計 159.2単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　１級整備士コース後期課程）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要
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期

授
　
業
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数
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数

授業方法 場所 教員
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○
エンジン電子
制御Ⅱ

各センサによるエンジン制御方法と故障原
因探求方法を理論的に勝つ実戦的な手法を
用いて解説し、理解させることを目的とし
ている。

１
②

33.6 ○ ○ ○

○ ＣＮＧ
圧縮天然ガスを燃料とするCNG自動車のエ
ンジン構造及び制御また、整備方法につい
て学ぶ。

１
②

12.6 ○ ○ ○

○
シャシ電子制
御Ⅱ

ＡＢＳ、ＶＳＣＳに関する基礎理論と故障
探究に関する手法を解説し理解させること
を目的とする。

１
②

33.6 ○ ○ ○

○
シャシ電子制
御Ⅲ

ＥＰＳに関する基礎理論と故障探究に関す
る手法を解説し理解させることを目的とす
る。

１
②

15.4 ○ ○ ○

○ 電装構造Ⅰ
電気計測、エアバッグ、オートエアコンに
関する基礎理論と故障探究に関する手法を
解説し理解させることを目的とする。

１
②

18.2 ○ ○ ○

○ エンジンＴＳ
OBD、車載ダイアグノシス機能などを駆使
してエンジンの電子制御装置における高度
診断作業を学ぶ。

１
②

15.4 ○ ○ ○

○ 環境・安全
自動車と自動車整備を取り巻く地球規模の
環境保全のあり方と整備に関する安全作業
を理論的に学ぶ。

１
②

12.6 ○ ○ ○

○ 店舗経営

自動車販売会社の経営理念を具体的に解説
し、自動車ディーラーが求められる業務内
容について検討する。また、サービス業務
とセールス業務の関連から顧客満足度の実
際について学ぶ。

１
③

8.4 ○ ○ ○

○ 電子回路演習

自動車の基本的な回路を分かりやすく解説
する。トランジスタ、ダイオード、定電圧
回路、整流回路、論理回路などの制作と実
験（計測）なども行う。

１
③

15.4 ○ ○ ○

　　　９科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科280時間以上、実習465
時間以上、実務実習750時間以上、総時間数1800時間以上）を満たしていること。
授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。　遅刻は当該授業を欠席とす
る。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）

合計 165.2単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　１級整備士コース後期課程）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
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年
次
・
学
期

授
　
業
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数
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数

授業方法 場所 教員
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○ 電装構造Ⅱ

エアバッグ、プリテンショナーシートベル
トに関する構造、機能、点検の基礎理論と
故障探究に関する手法を解説し理解させる
ことを目的とする。

１
③

15.4 ○ ○ ○

○
ハ イ ブ リ ッ
ド・ビークル

新しい形のパワーモジュールの構成と制御
システムについて学び、今後ますます増加
するハイブリッド・カー技術に対応できる
力を養う。

１
③

9.8 ○ ○ ○

○ 検査
道路運送車両の保安基準に基づいた各検査
基準とその良否の判断を具体的事例より理
解させる。

１
③

9.8 ○ ○ ○

○ 法規
道路運送車両の保安基準に基づいた各検査
基準とその良否の判断を具体的事例より理
解させる。

１
③

12.6 ○ ○ ○

○ 卒業研究

自動車技術、整備手法、教育に関する研究
を指導教員の指導の元に研究を行い、自動
車整備科で４年間学んだ集大成としてその
成果を発表する。

２
①
②

33.6 ○ ○ ○

○ 自動車材料
市販車両の軽量材料の使用例を解説し従来
の車両との比較を行う。

２
①

7.0 ○ ○ ○

○ 大型シャシ
大型車の電子制御式サスペンション、セミ
オートマチック、ABS等の構造・機能・作
動・整備・故障診断を解説する。

２
①

7.0 ○ ○ ○

○ シャシＴＳ
OBD、車載ダイアグノシス機能などを駆使
してシャシの電子制御装置における高度診
断作業を学ぶ。

２
①

7.0 ○ ○ ○

○ 振動解析
自動車整備において難度の高いNVH関連の
基礎理論とテスタを用いた故障探究方法と
効率のよい故障解決法を理解させる。

２
①

12.6 ○ ○ ○

　　　９科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科280時間以上、実習465
時間以上、実務実習750時間以上、総時間数1800時間以上）を満たしていること。
授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。　遅刻は当該授業を欠席とす
る。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）

合計 114.8単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　１級整備士コース後期課程）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
顧客サービス
業務

サービスマン、フロントマンとしての顧客
対応技術を学び、最終的には問診、概算見
積もり、応酬話法を習得させる。

２
①

9.8 ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅰ
1級自動車整備士の筆記試験に合格すべく
国家試験対策講義を行う。

２
①
②

78.4 ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅱ
1級自動車整備士の筆記試験に合格すべく
国家試験対策講義を行う。

２
③

49.0 ○ ○ ○

○ 電子計測
デジタル・マルチ・テスタ、オシロスコー
プ、メモリ・ハイコーダなど電子計測に必
要な計測理論と作業について習熟する。

１
①

28.8 ○ ○ ○

○ 機械工作
旋盤、フライス盤を用いた鉄やアルミ材な
どの金属切削加工を行う。また、溶接技術
も習得する。

１
①

28.8 ○ ○ ○

○ エンジン整備 エンジン脱着作業と完全O/Hを行う。
１
①

57.6 ○ ○ ○ ○

○ エンジン制御
エンジン電子制御装置に関する実際の制御
方法を学ぶ。

１
①

28.8 ○ ○ ○

○ シャシ制御Ⅰ
ＡＢＳ、ＡＴに関する実際の制御方法を学
ぶ。

１
①

57.6 ○ ○ ○

○ 車体電装
整備要領書の配線図を用いて車両に関わる
配線の整備作業を中心に行い、回路図の読
解力と実際の配線作業に熟練する。

１
①

28.8 ○ ○ ○

　　　９科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科280時間以上、実習465
時間以上、実務実習750時間以上、総時間数1800時間以上）を満たしていること。
授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。　遅刻は当該授業を欠席とす
る。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）

合計 367.6単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　１級整備士コース後期課程）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 検査作業 小型車の車検整備作業を習熟する。
１
①

28.8 ○ ○ ○ ○

○
シャシダイナ
モ(2･4輪）

二輪車及び四輪車を用いてシャシダイナモ
の使用方法を学ぶ。

１
②

57.6 ○ ○ ○

○ シャシ制御Ⅱ ＥＰＳに関する実際の制御方法を学ぶ。
１
②

28.8 ○ ○ ○

○ シャシ制御Ⅲ
オートエアコン、エアバッグに関する実際
の制御方法を学ぶ。

１
②

57.6 ○ ○ ○ ○

○ ＥＶ整備
電気自動車の構造・作動・整備作業につい
て学ぶ

１
②

28.8 ○ ○ ○

○ 大型車両整備
エアブレーキ、エアサスペンション等のエ
アコントロールと機械部分の構造・作動を
学ぶ。

１
③

28.8 ○ ○ ○ ○

○ ＭＣ重整備
エンジン、サスペンション、フレーム等の
整備を通して高難度の整備に対応できる技
術を身につけさせる。

１
③

28.8 ○ ○ ○

○ サービス業務
整備内容説明、問診を通してお客様への信
頼度、満足度を向上させる接客応対・応酬
話法技術を学ぶ。

１
③

28.8 ○ ○ ○

○ 総合診断Ⅰ
１級自動車整備士に要求されるエンジン電
子制御装置に関する診断作業を効率を高め
実戦での即戦力性を高める作業を行う。

２
①

158.4 ○ ○ ○

　　　９科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科280時間以上、実習465
時間以上、実務実習750時間以上、総時間数1800時間以上）を満たしていること。
授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。　遅刻は当該授業を欠席とす
る。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）

合計 446.4単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　１級整備士コース後期課程）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
イ ン タ ー ン
シップ

企業内教育を通して、整備、受付、接客、
問診、見積もり等より実践的な業務を社内
で学ぶ。

２
①

214.2 ○ ○ ○

○ 定期点検整備
インターンシップで学んだ実践的な整備作
業において個々人の技術目標を新たに設
け、実践的な整備作業の技術向上を狙う。

２
①

108.0 ○ ○ ○ ○

○
エンジン特性
試験

ガソリンエンジン、ジーゼルエンジンの排
出ガス特性、燃費特性、出力特性など様々
なパラメータとの関連を学ぶ。

２
②

21.6 ○ ○ ○

○ エンジン診断
エンジン電子制御装置に関する制御システ
ムの不具合と故障の相関性を学ぶ。

２
②

21.6 ○ ○ ○

○ シャシ診断Ⅰ
シャシ電子制御装置（ABS、AT）に関する
制御システムの不具合と故障の相関性を学
ぶ。

２
②

21.6 ○ ○ ○

○ シャシ診断Ⅱ
シャシ電子制御装置（ＥＰＳ、エアコン
等）に関する制御システムの不具合と故障
の相関性を学ぶ。

２
②

14.4 ○ ○ ○

○
ハイブリッド
車両整備

ハイブリッド車両の動力伝達機構について
構造・作動を確認する。また、HVバッテリ
への充放電制御を学ぶ。

２
②

14.4 ○ ○ ○

○ ＮＶＨ診断

エンジン振動、ボディの振動、ステアリン
グの振動など不具合箇所の設定と故障診断
を行う。診断には、振動分析機を使用す
る。

２
②

14.4 ○ ○ ○

○
フロント業務
Ⅰ

整備工場においてお客様の受け入れ、カル
テの記入、問診、整備説明などの実践的な
対応を学ぶ。

２
②

43.2 ○ ○ ○

　　　９科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科280時間以上、実習465
時間以上、実務実習750時間以上、総時間数1800時間以上）を満たしていること。
授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。　遅刻は当該授業を欠席とす
る。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）

合計 473.4単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　１級整備士コース後期課程）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 技術研究
卒業研究テーマを主体として、実車や教材
で実験を行い、サービス･マニュアルには
ない特性や法則を明確にする。

２
②

115.2 ○ ○ ○

○
フロント業務
Ⅱ

整備工場においてお客様の受け入れ、カル
テの記入、問診、整備説明などの実践的な
対応を学ぶ。

２
③

36.0 ○ ○ ○

○ 総合診断Ⅱ
１級自動車整備士に要求されるシャシ電子
制御装置に関する診断作業を効率を高め実
戦での即戦力性を高める作業を行う。

２
③

151.2 ○ ○ ○

　　　3科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

全ての教科に合格していること。1，2年次の履修時間（学科280時間以上、実習465
時間以上、実務実習750時間以上、総時間数1800時間以上）を満たしていること。
授業開始にあたり、出席を調査し出席簿に記録する。　遅刻は当該授業を欠席とす
る。

１学年の学期区分 ３期

１学期の授業期間 １４週

（留意事項）

合計 302.4単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業科目等の概要

（工業専門課程自動車整備科　１級整備士コース後期課程）令和２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携


